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への心得心得
いざという時、あなたと大切な人を守るための備えを紹介します

災害が起きたら「すぐに避難所へ！」と思っていませんか？ 避難所は慣れない環境や物資不足など、スト
レスがかかりやすくなります。自宅が安全なら、住み慣れた家で過ごす「在宅避難」を検討しましょう。
家具の固定や備蓄で、自宅の環境を整えましょう。

消防・防災フェア シェイクアウト訓練

地震・大雨などの緊急情報を自動配信します。素早い避難行動のために、登録を
お願いします。また、防災行政無線の放送内容も確認できます。

昭和56年（1981年）以前に
建てられた家屋は要注意です。
まずは耐震診断を受け、自宅
が安全か確認しましょう。

水消火器体験やロープ渡り体
験などを通じて、楽しく消防・
防災のことを学べます。

地震発生時の安全確保行動を身に付けましょ
う。防災行政無線を合図に、それぞれの場所で
「まず低く」「頭を守り」「動かない」の3つの
安全確保行動を実施してください。

と き：3月7日（土）午前10時～午後1時
ところ：市役所　駐車場
対 象：市内在住・在勤・在学者

詳 細：市ホームページをご覧ください。
と き：3月11日（水）、午前9時30分
対 象：市内在住・在勤・在学者

詳 細：市ホームページをご覧ください。

大地震では家具が「凶器」になります。突っ張
り棒などを使い、特に寝室や避難経路にある
家具は固定しましょう。
※L字金具やヒートンは壁の下地がある部分や横木に固定する
※固定用の針金は太さ1mm以上のものを使用する

※	ピアノの固定方法はメーカー
や購入店に相談しましょう

災害時は物資の供給が止まる可能性
があります。復旧まで困らないよう、普
段から備蓄をしましょう。

在宅避難に備えましょう在宅避難に備えましょう

地震に備えて、市ではさまざまな訓練を行っています地震に備えて、市ではさまざまな訓練を行っています

いいとだメールの登録はお済みですか？
いざという時の「命綱」。いざという時の「命綱」。

■問い合わせ
危機管理防災課（内線 453）

登録は
こちら！

圧縮ポール（突っ張り棒）

❶自宅の耐震診断自宅の耐震診断 ❷家具の固定家具の固定 ❸備蓄品の準備備蓄品の準備

「ペット同行避難訓練」を同日開催
します。詳しくは11ページの『戸
田まちかど探検』をご覧ください

補助金制度について
詳しくはこちら

□日頃の買い
置き

保存性のよい食料や水を買い
置きし、消費したら買い足す

□ 7 日分以上
の食料  

缶詰、レトルト食品、栄養補助食品、
お菓子、調味料、スープなど

□飲料水 大人1人当たり1日2〜3リットル

□トイレ用品 簡易トイレ、汚物保管用容器、
トイレ袋とトイレットペーパー
は7日分以上
1人1日約5回×家族の人数分×7
日分以上
例：4人家族なら約140回分

□燃料 カセットコンロ・カセットガス、
固形燃料

□缶切り □ラップ □毛布・寝袋 □洗面用具

ヒートン

針金

平型
金具

L型
金具

すべり止め

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続ける

回答人数
1,204 人

たぶん住み続ける たぶん移転する 移転する
分からない 無回答

36.3 42.5 6.4 2.1 12.4 0.3

回答人数
1,204 人

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそうは思わない
そうは思わない 分からない 無回答

29.2 42.3 2.7 2.0 18.3 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそうは思わない
そうは思わない 分からない 無回答

回答人数
1,204 人 11.0 40.1 12.5 4.8 31.0 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民意識調査の結果をお知らせします！
市民意識調査は、市民生活や市政に対する皆さんの意識や意見を把握し、「戸田市第5次総合振興計画」に掲げるまちづくりの施策に
生かすため、市が実施するアンケート調査です。令和7年度に実施した調査の結果をいくつか紹介します。

■問い合わせ　共創企画課（内線413）

子育てしやすいまちだと思いますか。調査B 調査C 高齢者または高齢者のいる世帯にとって、
戸田市は過ごしやすいまちだと思いますか。

・調査期間：令和7年5月1日（木）～30日（金）
・調査対象：満18歳以上の市民3,000人（無作為抽出）
・回答人数（率）：1,204人（40.1%）

「住み続ける」と「たぶん住み続ける」を合
わせると、約5人に4人が、「これからも
戸田市に住み続ける」と答えています。

「戸田市第5次総合振興計画」に掲げる32の施策について、満足度と重要度を伺いました。結果は、各施策の推進に活用していきます。

今回の調査では、幅広い世代の方が生活しやすいまちとして感じていることが分かりました。一方で、
地域で安心して医療を受けられる仕組みや、まちの安全を守る体制の強化、さらなる子育て支援の充実
など、重点的に取り組むべき課題も見えた調査でした。
この貴重なご意見を生かし、将来都市像「『このまちで良かった』みんな輝く 未来共創のまち とだ」
の実現に向けて、「戸田市第5次総合振興計画」の各施策を推進してまいります。
アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。

※集計は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、
　合計が 100.0%にならない場合があります

「令和7年度市民意識調査報告書
（全体版）」は、こちらからご覧ください。

「そう思う」と「どちらかというとそう思う」を合
わせると、約3人に2人が「子育てしやすいま
ちである」と答えています。

「そう思う」と「どちらかというとそう思う」を合
わせると、およそ半数が、「高齢者にとって過
ごしやすいまちである」と答えています。

満足度ベスト5
順位 項目名 割合（％）

1 魅力ある公園づくり 42.3

2
上下水道事業の効率的な運営・
施設の充実 41.9
自然に親しむ空間の整備・推進

4 安心して生活できる住環境の充実 38.6

5 地域医療体制の強化 38.1
※「満足」「まあ満足」を足した割合が高い順

重要度ベスト5
順位 項目名 割合（％）

1 地域医療体制の強化 46.1

2
子育て支援の充実

35.2
防犯体制の強化

4 浸水対策の推進 28.2

5 国民健康保険・後期高齢者医療・
国民年金の円滑な運営 24.8

※複数回答（5つまで選択）で割合が高い順

戸田市にこれからも住みたいと思いますか。調査A

令和7年度
市民意識調査

市の取り組みへの満足度・今後重要だと思う取り組み ベスト 55

順位

※「満足」「まあ満足」を足した割合が高い順

4


